
編集方針
　群馬銀行では、当行グループの概要、営業戦略の展開状況およ
び経営基盤などについて、財務情報と非財務情報の両面からステー
クホルダーの皆さまに簡潔にご説明するため、「群馬銀行レポート
2019（統合報告書）」を作成しました。
　編集にあたっては、国際統合報告評議会（IIRC）が 2013年 12
月に発表した「国際統合報告フレームワーク」および経済産業省の
「価値協創ガイダンス」を参照しています。
　なお、本統合報告書は、当行の「ディスクロジャーポリシー」に則り、
適切に作成・開示されていることを経営陣等が確認しています。

報告対象
期間：�2018年度（2018年4月〜2019年3月）�

2019年4月以降の情報も一部含む。
範囲 ：��株式会社群馬銀行および子会社等�

（群馬銀行グループ）

発行時期
2019年7月

お問合わせ先
株式会社群馬銀行
総合企画部広報室

〒371-8611
群馬県前橋市元総社町 194
TEL.027-252-1111（代表）
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　本報告書は、銀行法第 21条に基づくディスクロージャー誌（業務及び財産の状況に関
する説明書類）の本編を兼ねています。ディスクロージャー誌としてご利用の際には、本
報告書ならびに「群馬銀行レポート2019 （資料編）」をあわせてご参照ください。
　また、本報告書には、当行および当行グループの財政状態や経営成績に関して、「将来
の業績に関する記述」が含まれています。これらの記述は、本資料作成時点における入手
可能な情報および将来の業績に影響を与える予測や一定の前提（仮定）等を基にしており、
さまざまなリスクや不確実性を内包しているため、当行および当行グループの将来の業績
を保証するものではありません。
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